
各教科の指導の重点 
（国語）語彙を増やし、自分の考えや意図など

を相手にしっかりと言葉で伝え、聞きとる力

を伸ばすため、個に応じた指導の充実を図

る。 

（社会）地域社会から学ぶ体験的な学習と資料

を活用した学習指導の工夫をする。体験的な

学習や問題解決的な学習指導を展開する。 

（算数）基礎的・基本的な知識を身に付け、児

童が考える楽しさを味わえるよう指導を工夫

する。少人数による習熟度別指導など、個

に応じた指導の充実を図る。 

（理科）校内環境の教材化を推進し、基礎・基

本の確実な定着、習得したことを活用する

能力と生命や自然を尊重し、環境の保全に

努める態度の育成を図る。 

（生活）具体的な活動や体験を通して、自他と

の関わり、自分自身や自分の生活について

考える。また、生活上必要な習慣や技能を

身に付け、自立への基礎を養う。 

（音楽）豊かな表現を育てるために、基礎的・

基本的な知識・技能の定着と個に応じた指

導の充実を図る。 

（図画工作）造形的な創造活動の基礎的な能

力を育てるために、その定着と個に応じた

指導の充実を図る。 

（家庭）日常生活に必要な基礎的・基本的な

力の定着と個に応じた指導の工夫を図る。 

（体育）運動の特性に応じた楽しさを味わうと

共に、体力向上と健康の保持増進を図る。

また、オリンピック・パラリンピック精神を醸成

し、生涯にわたって運動に親しむ資質と能

力の基礎を育てる。 
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関連法令等 

○日本国憲法 
○教育基本法 
○学校教育法 
○学習指導要領 
○東京都教育委員会及び 
練馬区教育委員会の教育目標 

 

学校教育目標 

○やりぬく子 

○思いやりのある子 

◎よく考える子（重点目標） 

 

○学校や地域の実態 

○保護者や地域の期待や願い 

○教職員の願い 

・基礎的な学力を身に付けてほしい。 

・自分の考えをはっきりと表現し、コミュニケ

ーション力を身に付けてほしい。 

 

学校経営計画 

重点１ 命と人権を尊重し、心豊かな児童を育成する。 

重点２ 基礎的・基本的な学習内容の確実な習得と活用力を

育成する。 

重点３ 学習環境を整え、安全で安心できる開かれた学校づ

くりを推進する。 

【重点２の詳細】 

① 確かな学級・学年・専科経営を基盤にして、学力の

育成を図る。 

② １時限、１時限の授業を充実させ、「よく分かり、よく

できる授業」を実施する。 

③ 言語活動を充実し、児童の思考力･判断力･表現力

の育成を図る。 

④ 特別支援教育の充実を図る。 

⑤ 授業研究を主体とした実践的な校内研究による指

導力の一層の向上を図る。 

 

道徳教育の指導の重点 
○週１時間の「道徳の時間」の充実を図る。 

○自分の特徴を知り、長所を伸ばす。 

○やるべきことを、最後までやりぬこうとする態

度を育てる。 

○人の気持ちや立場を理解し、誰に対しても

公正・公平にふるまおうとする態度を育て

る。 

○誰にでも親切に、温かく接しようとする態度

を育てる。 

○生命の尊さを知り、自他ともに生命を尊重

する気持ちを育てる。 

○自然の素晴らしさを知り、自然環境を大切

にする気持ちを育てる。 

○社会の一員としての自覚をもって行動しよう

とする態度を育てる。 

 
特別活動の指導の重点 
○望ましい集団活動を通して、学級・学年や
全校への所属感および連帯感を深め、共
によりよい生活を築こうとする自主的、実践
的な態度を育てるとともに、集団の中で自
己を生かす能力を養う。 

・学級目標を具現化する話し合い活動の充実 
・異年齢集団による交流活動（たてわり班活
動）の充実 

 

生活指導の指導の重点 
○挨拶と言葉遣いを年間の重点目標とする。 

○生活指導夕会、生活指導全体会等を通し、

全教職員共通理解の下、基本的な生活習

慣の定着を図る。 

○学校環境を整え、安全で安心できる学校生

活づくりを推進する。 

○練馬区小中一貫教育研究グループで取り

組んでいる人権教育の研究成果を活かす。 

 

総合的な学習の時間の指導の重点 
○児童の実態に合わせ、それぞれの単元の
ねらい、内容を明確にし、指導を行う。ま
た、各教科・領域と関連付けて合科的・教
科横断的な指導を進める。 

○家庭や地域の人々との関わりの中から主体
的で創造的な学習を展開できるようにする。 

 
キャリア教育の指導の重点 
○望ましい勤労観や職業観を育むため、キャ

リア教育と各教科等との関連を明確に位置

付け、自分と友達のよさを発見し、ともに高

め合える学習活動を展開する。 

○働くことの大切さや自分の生き方について

考え、将来の夢と希望をもてるようにする。 

 

外国語活動の指導の重点 
○５・６年、年間５０時間、３・４年、年間１５時間
実施。 

○コミュニケーション力を高め、すすんで交流
する児童を育成する。 

 

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域との連携の工夫 
・算数科における個に応じた指導

を推進し、習得と活用を図る。 

  １・２年（少人数による学習） 

  ３～６年（習熟度別編成） 

・話す、聞く、伝え合う等コミュニ

ケーション力を高める。 

・全教室にプロジェクターと実物

投影機を設置し、ＩＣＴ活用によ

る分かりやすい授業を実施す

る。 

・夏季休業日に学力補充教室を

行う。 

・行事の見直しにより授業時数

の確保に努める。 

・基礎・基本の定着や読書活動

の推進を目指し週３回朝学習・

朝読書の時間を設定する。 

・年間１２回の体育朝会を行うと

ともに、マラソン月間や長縄月

間を設定することで、児童の運

動に対する意欲を高め、体力

の向上を図る。 

・オリンピック・パラリンピック教育

を進め、体力の向上、国際理

解教育の推進を図る。 

・研究主題「かかわりを大切にし 

心豊かに生きる児童の育成」の

もと、道徳の授業改善を図る。 

・専門性の高い外部講師からの

指導・助言を生かして、指導技

術を高める。 

・授業研究を通し、授業力の向

上を図る。 

・若手教員に対して、ＯＪＴにより

授業力向上等の課題解決を図

る。 

・各教科の評価規準を見直し、評

価規準に基づく評価を行い、指

導と評価の一体化を図る。 

・学校行事や学校公開後に行う

アンケート調査の結果に基づき

改善策を立てて、授業改善に

活かす。 

・保護者・学校評議員による評

価を活用し、教育課程の編成

に活かすとともに、学校だより

等でその結果を返していく。 

・学校だより、ホームページや保

護者会等を活用し学校経営方

針を周知する。 

・校内の水田や地域の畑を活用

し、地域の農家の方の指導を

受けながら農作物栽培体験を

行う。 

・「学校・地域連携事業」を活用

して、授業の補助を依頼すると

ともに、「地域未来塾」を実施

する。 

小中一貫教育の視点 

・小中一貫実践校として中学校

との連携を一層図る（家庭学習

の連続性、生徒会交流、部活

動体験等）とともに、課題改善

カリキュラムの活用を進める。 

授業改善策の検証方法 国・都の学力調査結果、東京ベーシック・ドリル診断テスト結果、日常の授業観察、児童・保護者アンケート等により検証・改善・実践・報告に努める。 

 

〔本校における「確かな学力」〕 

学習指導要領の基礎的・基本的内容 

                  

基礎・基本の確かな定着 

  

自ら学び、自ら考える力 

                  ○知的活動(論理や思考）の基盤 
言語に関する能力  ○コミュニケーションの基盤 
          ○感性・情緒の基盤 

学んだ知識や技術を活用し、課題解決を図るため

に必要な思考力・判断力・表現力を育み、主体的

に学習する態度を養う。 

 

 

習 得 活 用 

探 究 


